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栃
木
県
指
定
文
化
財「
大
雄
寺
の
建
造
物
」

　
調
査
実
施
の
報
告
に
つ
い
て

住
職

　
倉
澤

　
良
裕

　
大
雄
寺
本
堂
、
庫
裡
、
禅
堂
、
廻
廊
、
総
門
、

経
蔵
等
の
建
造
物
の
調
査
の
経
過
と
今
後
の

方
向
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
江
戸
時
代
は
、
黒
羽
藩
主
大
関
氏
菩
提
寺

と
し
て
、
そ
の
庇
護
の
も
と
で
維
持
発
展
を

遂
げ
て
き
ま
し
た
が
、
明
治
廃
藩
後
、
大
関

氏
の
庇
護
を
離
れ
る
こ
と
と
な
り
、
明
治
か

ら
大
正
時
代
に
か
け
て
伽
藍
の
維
持
に
困
難

を
き
た
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
伽
藍
維
持
の

方
策
と
し
て
、
大
正
初
め
に
「
財
団
法
人
保

護
会
」
を
設
立
し
、
檀
信
徒
や
信
者
の
寄
付

行
為
を
も
っ
て
修
復
を
加
え
な
が
ら
改
造
な

く
維
持
、
保
存
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。

　
明
治
元
年
か
ら
平
成
二
十
八
年
ま
で
の

百
五
十
年
間
の
大
雄
寺
歴
代
住
職
の
在
位

は
、
次
の
通
り
で
す
が
、
私
か
ら
数
え
て
五

代
前
ま
で
遡
り
、
第
三
十
二
世
大
智
慧
哉
和

尚
（
慶
応
二
年
～
明
治
二
年
）、
第
三
十
三

世
鷲
山
天
霊
和
尚
（
明
治
三
年
～
明
治

三
十
四
年
）、三
十
四
世
真
龍
霊
湛
和
尚
（
明

治
三
十
五
年
～
昭
和
八
年
）、
三
十
五
世
真

巌
英
龍
和
尚
（
昭
和
九
年
～
昭
和
四
十
年
）、

第
三
十
六
世
徹
巌
良
一
和
尚
（
昭
和
四
十
年

～
平
成
二
年
）と
継
承
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
平
成
三
年
か
ら
継
承
し
、
今
年
で

住
職
歴
二
十
七
年
に
な
り
ま
す
。

　
昭
和
の
戦
前
、
戦
中
は
荒
廃
し
な
が
ら
も

当
時
の
姿
を
維
持
し
な
が
ら
守
っ
て
き
ま
し

た
。
戦
後
の
厳
し
い
時
代
を
乗
り
越
え
、
昭

和
四
十
二
年
本
堂
等
の
建
造
物
調
査
を
経

て
、
栃
木
県
指
定
文
化
財
と
認
め
ら
れ
、
建

造
物
の
保
存
修
理
事
業
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
ま
ず
、
坐
禅
堂
の
解
体
保
存
修
理
に
着

手
し
、
引
き
続
き
、
経
蔵
、
本
堂
、
廻
廊
、

庫
裡
、
鐘
楼
、
御
霊
屋
、
玄
関
な
ど
す
べ
て

の
保
存
修
理
を
文
化
財
補
助
事
業
と
し
て
実

施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
建
造
物

保
存
修
理
事
業
（
約
三
十
年
間
）
は
、
平
成

四
年
ま
で
続
き
、
第
三
十
六
世
徹
巌
良
一
和

尚
の
代
で
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
二
十
年
か
ら
二
十
五
年
間
ご
と

に
そ
れ
ぞ
れ
の
建
造
物
の
茅
屋
根
葺
き
替
え

工
事
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
維
持
と
保
存
に
は
檀
信
徒
各
位
様
の
ご
理

解
と
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
、
今
の
姿
を

維
持
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
度
、
貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ
る
大
雄

寺
建
造
物
を
維
持
し
、
保
存
し
て
次
世
代
へ

伝
え
て
い
く
た
め
、
総
合
的
か
つ
本
格
的
に

調
査
の
必
要
性
を
考
え
、
建
造
物
の
調
査
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
平
成
十
九
年
か
ら
三
年
間
に
わ
た
り
、
筑

波
大
学
及
び
工
学
院
大
学
に
よ
る
建
造
物
調

査
、
栃
木
県
立
博
物
館
に
よ
る
歴
史
資
料
の

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
六
年

三
月
、
予
期
せ
ぬ
事
故
の
た
め
一
時
中
断
、

平
成
二
十
七
年
十
一
月
に
調
査
の
継
続
が
決

定
し
、
平
成
二
十
八
年
十
月
に
待
望
の
「
大

雄
寺
建
造
物
調
査
報
告
書
」
が
完
成
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
報
告
書
は
、
大
田
原
市
、
栃
木

県
そ
し
て
、
関
係
機
関
に
提
出
し
、
文
化
庁

に
お
け
る
国
の
文
化
財
審
議
委
員
会
に
図
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
、
審
査
の
資
料
に
な
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　
国
重
文
指
定
へ
の
望
み
を
も
っ
て
静
か
に

待
ち
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　
左
記
の
資
料
は
、
大
雄
寺
発
行
の
調
査
報

告
書「
大
雄
寺
の
建
築
と
そ
の
歴
史
的
環
境
」

（
栃
木
県
指
定
有
形
文
化
財
建
造
物
　
大
雄

寺
本
堂
ほ
か
建
造
物
調
査
報
告
書
）
よ
り
抜

粋
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

●
調
査
の
背
景
と
目
的

　
大
雄
寺
経
蔵
は
昭
和
四
十
二
年
十
二
月

二
十
二
日
付
で
、
本
堂
ほ
か
六
棟
は
昭
和

四
十
四
年
二
月
四
日
付
で
そ
れ
ぞ
れ
栃
木
県

の
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
に
指
定
さ
れ
た
。

長
く
伝
承
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
応
永
十
一
年

創
建
、
文
安
五
年
再
興
、
天
正
四
年
移
転
と

い
う
変
遷
に
お
い
て
、
本
堂
は
文
安
の
建
築

で
、
天
正
に
移
築
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
き

た
。

　
そ
の
後
、
文
化
庁
は
昭
和
五
十
二
年
度
よ

り
近
世
社
寺
建
築
緊
急
調
査
を
全
国
の
都
道

府
県
単
位
で
実
施
し
、
こ
れ
に
よ
り
近
世
建

築
に
関
す
る
研
究
が
一
段
と
進
展
し
た
。

　
大
雄
寺
の
諸
建
築
は
、
昭
和
五
十
二
年
度

に
行
わ
れ
た
栃
木
県
近
世
社
寺
建
築
緊
急
調

査
で
調
査
さ
れ
た
。『
栃
木
県
近
世
社
寺
建

築
緊
急
調
査
書
』（
昭
和
五
十
三
年
三
月
刊
）

で
は
、
大
雄
寺
の
本
堂
、
御
霊
屋
、
鐘
楼
、

座
禅
堂
、
庫
裏
、
総
門
、
廻
廊
、
玄
関
、
経

蔵
が
取
り
上
げ
、
造
営
年
代
は
、
天
正
四
年

現
在
地
に
移
さ
れ
た
時
と
云
わ
れ
る
が
証
拠

は
な
く
、
様
式
的
に
は
江
戸
時
代
の
建
築
と

考
え
ら
れ
る
。
多
く
の
文
書
を
伝
え
る
と
の

こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
を
調
査
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
造
営
年
代
を
確
定
す
る
こ
と
が

出
来
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
記
し
て
い
る
。

栃
木
県
の
調
査
は
全
国
的
な
近
世
社
寺
緊
急

調
査
の
先
駆
で
あ
っ
て
、
調
査
期
間
も
単
年

度
で
あ
っ
た
。
近
世
社
寺
建
築
の
様
々
な
特

性
に
か
か
る
蓄
積
が
ほ
と
ん
ど
な
い
段
階

だ
っ
た
た
め
、
個
々
の
建
築
年
代
の
詳
細
な

判
定
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
調
査
に
委
ね
た

か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
で
も
、
報
告
書
で
は
こ
れ
ら
全
体
に

つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
た
。

　
大
雄
寺
は
個
々
の
建
物
が
優
雅
な
姿
を
み

せ
る
だ
け
で
な
く
、
伽
藍
が
整
い
、
又
墓
地

に
は
慶
長
以
降
（
一
六
〇
〇
年
頃
～
）
の
多

く
の
墓
を
見
る
こ
と
が
出
来
、
自
然
の
景
観

と
共
伝
え
て
い
て
貴
重
で
あ
る
。

　
ま
た
文
化
庁
で
は
、
昭
和
五
十
四
年
度
よ

り
近
世
社
寺
建
築
重
要
遺
構
調
査
を
実
施
し

た
。
こ
の
重
要
遺
構
調
査
は
、
各
都
道
府
県

で
実
施
し
た
「
近
世
社
寺
緊
急
調
査
」
で
重

要
性
が
認
め
ら
れ
た
社
寺
建
築
及
び
そ
の
保

存
対
策
の
策
定
に
必
要
な
建
造
物
を
対
象
と

す
る
も
の
で
、
大
雄
寺
は
こ
の
よ
う
な
評
価

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
東
京
工
業
大
学
の
平

井
聖
・
吉
田
純
一
が
「
大
雄
寺
と
曹
洞
宗
伽

藍
に
つ
い
て
」
と
し
て
、
昭
和
五
十
四
年
度

に
調
査
研
究
を
行
っ
た
。
そ
の
成
果
は
、
文
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の
調
査
報
告
が
宙
に
浮
い
て
し
ま
い
そ
う
な

状
況
に
陥
っ
た
が
、
幸
い
に
も
大
和
氏
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
調
査
報
告
書
の
草
稿
が
残

さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
大
和
氏
も
大
い
に

手
を
加
え
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
た
め
、
必
ず

し
も
完
備
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
な
い
と
こ

ろ
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
を
も
と
に
編
集
し

た
の
が
こ
の
報
告
書
で
あ
る
。

化
庁
に
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
刊
行
物
に
は

な
っ
て
い
な
い
。

　
大
雄
寺
本
堂
等
は
栃
木
県
の
文
化
財
指
定

以
降
に
こ
う
し
た
調
査
が
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
は
茅
葺
屋
根
の
葺
き
替
え
や
部
分
修
理
な

ど
、
維
持
的
な
保
存
修
理
工
事
を
行
い
、
現

在
に
至
っ
て
き
た
。
緊
急
を
要
す
る
甚
大
な

破
損
が
み
ら
れ
な
い
も
の
の
、
経
年
で
軸
組

全
体
が
弛
緩
し
て
き
て
い
る
状
態
に
あ
り
、

近
い
将
来
に
は
抜
本
的
な
保
存
修
理
工
事
を

行
う
必
要
が
あ
っ
た
。

　
大
雄
寺
で
は
将
来
の
保
存
に
向
け
て
何
ら

か
の
措
置
を
講
じ
る
必
要
性
を
認
識
し
、
平

成
十
八
年
十
一
月
に
「
栃
木
県
文
化
財
指
定

大
雄
寺
建
造
物
（
本
堂
、
禅
堂
、
庫
裏
、
総

門
、
廻
廊
、
鐘
楼
、
御
霊
屋
、
経
蔵
）
の
国

重
要
文
化
財
指
定
に
伴
う
調
査
実
施
の
要
望

に
つ
い
て
」
と
い
う
要
望
書
を
大
田
原
市
教

育
委
員
会
に
提
出
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
大

雄
寺
、
大
田
原
市
、
栃
木
県
の
関
係
者
で
協

議
し
、
大
雄
寺
が
独
自
の
調
査
研
究
を
行
う

こ
と
と
な
っ
た
。

　
そ
こ
で
調
査
研
究
の
目
的
は
、
大
雄
寺
の

建
築
に
つ
い
て
、
建
設
の
経
緯
、
各
建
物
の

特
徴
等
を
明
ら
か
に
し
、
文
化
財
で
あ
る
こ

れ
ら
の
建
造
物
の
今
後
の
保
護
の
向
上
に
資

す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
上
で
伽
藍
の
構
成

す
る
各
建
物
の
実
測
及
び
仕
様
等
の
調
査
、

解
体
を
伴
わ
な
い
目
視
に
よ
る
痕
跡
等
調

査
、
寺
蔵
文
書
を
中
心
と
す
る
史
料
調
査
を

実
施
し
た
。
ま
た
大
雄
寺
が
旧
黒
羽
城
の
一

角
に
位
置
し
、
良
好
な
歴
史
的
風
致
を
残
し

て
い
る
の
で
、
墓
所
や
隣
接
す
る
黒
羽
城
趾

に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
調
査
も
行
う
こ
と
と

し
た
。

　
調
査
研
究
の
依
頼
先
は
、
か
つ
て
東
京
工

業
大
学
の
大
雄
寺
調
査
に
参
加
し
た
こ
と
も

あ
る
筑
波
大
学
大
学
院
世
界
遺
産
学
専
攻
の

大
和
智
教
授
を
中
心
に
、
関
係
す
る
専
門
家

を
含
め
て
調
整
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お

平
成
十
九
年
五
月
に
は
文
化
庁
文
化
財
部
の

武
内
正
和
文
化
財
調
査
官
の
視
察
が
あ
り
、

こ
れ
よ
り
平
成
十
九
・
二
十
年
で
調
査
を
行

う
こ
と
と
な
っ
た
。

●
調
査
の
体
制
と
経
過

　
方
針
は
、
大
雄
寺
本
堂
等
の
現
況
を
記
録

す
る
と
と
も
に
、
部
材
や
痕
跡
、
歴
史
資
料

を
調
査
し
、
そ
の
文
化
財
価
値
を
再
検
討
す

る
こ
と
と
し
た
。

　
調
査
員
及
び
調
査
協
力
者
は
つ
ぎ
の
通
り

で
あ
る
（
所
属
等
は
調
査
当
時
）。

一
部
省
略

　
各
回
の
現
地
調
査
の
概
略
は
以
上
の
通
り

で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
歴
史
資
料
の
整
理

と
分
析
に
つ
い
て
は
栃
木
県
立
博
物
館
の
舩

木
明
夫
が
必
要
に
応
じ
て
調
査
を
行
っ
た
。

図
面
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
筑
波
大
学
大
学

院
生
が
補
充
調
査
を
行
っ
た
。

　
大
雄
寺
の
調
査
は
ほ
ぼ
順
調
に
進
ん
だ

が
、二
年
目
に
入
っ
た
平
成
二
十
年
四
月
に
、

調
査
の
中
心
で
あ
っ
た
大
和
氏
が
文
化
庁
へ

異
動
と
な
っ
た
。
大
和
氏
は
文
化
庁
文
化
財

部
参
事
官
に
着
任
し
て
全
国
の
文
化
財
建
造

物
の
保
存
を
総
括
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、

激
務
の
な
か
で
追
加
調
査
も
行
っ
た
。
そ
の

後
、
大
和
氏
は
調
査
報
告
書
の
取
り
ま
と
め

に
苦
心
し
て
い
た
が
、
同
二
十
三
年
四
月
か

ら
は
文
化
財
鑑
査
官
と
な
り
、
さ
ら
な
る
激

務
と
多
忙
の
た
め
、
調
査
報
告
書
の
執
筆
に

な
か
な
か
時
間
が
持
て
な
い
状
態
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

 

　
こ
の
間
の
平
成
二
十
三
年
三
月
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
東
北
地
方
の
太
平

洋
沿
岸
を
中
心
に
、
東
日
本
の
広
域
で
文
化

財
建
造
物
が
被
災
し
た
。

　
大
雄
寺
も
本
堂
が
屋
根

や
軸
部
が
部
分
的
に
破

損
、
経
蔵
は
土
蔵
造
の
外

壁
が
損
傷
し
た
。
大
震

災
か
ら
の
文
化
財
の
復

旧
は
多
様
に
進
め
ら
れ

た
が
、
大
雄
寺
も
文
化
庁

が
実
施
し
た
文
化
財
ド
ク

タ
ー
事
業
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
栃
木
県
災
害
復

旧
事
業
の
一
環
で
修
理
さ

れ
た
。
震
災
か
ら
の
文
化

財
の
復
旧
に
も
大
和
氏
は

文
化
財
鑑
査
官
と
い
う
第

一
人
者
の
立
場
で
尽
力
し

た
。

　
そ
し
て
平
成
二
十
六
年

三
月
二
十
一
日
、
大
和

氏
が
不
慮
の
事
故
で
他
界

し
て
し
ま
っ
た
。
三
月
一

杯
で
文
化
庁
を
定
年
退
官

し
、
よ
う
や
く
自
ら
が
抱

え
て
い
た
仕
事
に
手
と
目

を
向
け
よ
う
と
し
て
い
た

矢
先
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
大
雄
寺
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お
寺
で
一
泊「
て
ら
ス
ク
ー
ル
」

　
毎
年
、
夏
休
み
に
開
校
し
て
い
る
「
大
雄

寺
て
ら
ス
ク
ー
ル
」
も
十
一
回
目
と
な
り
ま

し
た
。
口
コ
ミ
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

今
で
は
半
年
前
か
ら
問
合
せ
が
来
る
ほ
ど
、

人
気
の
活
動
に
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
も
小
学
生
と
一
緒
に
坐
禅
、作
務（
清

掃
）、
食
事
作
法
の
ほ
か
、
写
経
、
お
守
り

作
り
や
竹
筒
炊
飯
を
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。

食
事
や
掃
除
な
ど
い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
生

活
も
態
度
を
変
え
れ
ば
見
え
る
景
色
は
変
わ

り
ま
す
。
姿
勢
を
正
し
、
一
言
も
話
す
こ
と

な
く
ま
る
ご
と
頂
く
食
事
、
綺
麗
や
汚
い
か

ら
離
れ
、
一
生
懸
命
行
う
掃
除
は
心
も
体
も

ま
る
ご
と
「
い
ま
」
に
焦
点
が
合
わ
せ
て
く

れ
ま
す
。

　
大
雄
寺
で
過
ご
し
た
時
間
が
こ
れ
か
ら
も

子
供
た
ち
の
記
憶
に
残
り
、
心
身
健
や
か
に

成
長
す
る
助
け
と
な
る
事
を
願
い
、
て
ら
ス

ク
ー
ル
は
無
事
閉
校
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
坐
禅
会
を
は
じ
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
や
食
材
を
ご
寄
進
く
だ
さ
っ
た

檀
信
徒
の
皆
様
な
ど
多
く
の
方
々
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
て
ら
ス
ク
ー
ル
を
開
校
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

坐　　禅

作　　務

竹筒炊飯

写　　経

食　　事

平
成
28
年
8
月
20
日
・
21
日
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五
月
五
日
（
こ
ど
も
の
日
）
の
大
雄
寺
は

ハ
ン
カ
チ
の
木
に
光
が
差
し
て
花
び
ら
が
ひ

ら
ひ
ら
と
風
に
揺
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
木
を

取
り
囲
む
よ
う
に
白
、
ピ
ン
ク
、
黄
、
紫
、

赤
色
の
牡
丹
の
花
が
境
内
を
彩
っ
て
く
れ
て

い
ま
し
た
。
年
に
一
度
、
大
雄
寺
を
楽
し
ん

で
頂
こ
う
と
、
伽
藍
を
す
べ
て
使
用
し
た
催

し
物
「
花
と
禅
」
が
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

境
内
で
は
「
演
奏
会
」、「
坐
禅
」、「
ヨ
ガ
」、

「
拝
観
」
の
無
料
体
験
が
お
こ
な
わ
れ
、
大

盛
況
で
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
堂

で
行
わ
れ
た
ギ
タ
ー
と
バ
イ
オ
リ
ン
の
演
奏

は
空
で
歌
う
ト
ビ
の
声
も
あ
り
、
和
や
か
で

非
常
に
優
雅
な
演
奏
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
昨
年
の
「
坐
禅
」
は
禅
堂
に
入
り
き
れ

な
い
ほ
ど
多
く
の
方
が
訪
れ
て
お
り
ま
し

た
。
自
然
・
芸
術
・
宗
教
・
文
化
・
歴
史
が

つ
ま
っ
た
一
日
は
日
々
の
忙
し
さ
か
ら
立
ち

止
ま
り
、
心
に
栄
養
を
く
れ
る
貴
重
な
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

坐　　禅

境　　内

ヨ　　ガ

演奏会

ハンカチの木と本堂

花
　
　
と
　
　
禅

平
成
28
年
5
月
5
日
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大
雄
寺
あ
じ
さ
い
茶
会

平
成
28
年
6
月
26
日

大
雄
寺
の
坐
禅
堂

　
昨
年
の
「
く
ろ
ば
ね
紫
陽
花
ま
つ
り
」
も
県
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
お

い
で
に
な
り
、
賑
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。
黒
羽
が
渋
滞
す
る
日
は
な
か
な

か
見
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
期
間
は
お
寺
の
駐
車
場
だ
け
で
な

く
、
公
園
前
の
駐
車
場
も
満
車
に
な
る
ほ
ど
人
が
訪
れ
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
大
雄
寺
で
は
四
回
目
と
な
る
あ
じ
さ
い
茶
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
大
雄
寺
の
茶
室
と
大
広
間
を
使
用
し
、
東
京
か
ら
お
い
で
頂

い
た
社
中
の
皆
様
に
お
茶
を
た
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
有
難
い
こ
と
に

毎
年
お
い
で
頂
く
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
年
々
人
数
も
増
え
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
紫
陽
花
の
花
言
葉
は
「
一
家
団
欒
」。
小
さ
な
花
び
ら
が
寄
り
集
ま
っ

て
咲
い
て
い
る
紫
陽
花
の
姿
に
ぴ
っ
た
り
の
花
言
葉
で
す
。 

家
庭
は
私

た
ち
の
土
壌
で
す
。
紫
陽
花
の
よ
う
に
栄
養
の
あ
る
し
っ
か
り
と
し
た
土

壌
が
、各
家
庭
に
合
わ
せ
た
色
の
花
を
こ
れ
か
ら
も
咲
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
是
非
、
初
め
て
の
方
も
お
子
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
年
に
一
度
の
お

茶
会
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　
大
雄
寺
の
坐
禅
堂
は
禅
宗
伽
藍
の
正
規
に
則
し
本
堂

正
面
向
か
っ
て
左
側
に
位
置
し
、
茅
葺
屋
根
の
伽
藍
で

あ
り
ま
す
。
建
立
年
代
は
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
、
幾
度
か
の
修
理
が
行
わ

れ
、
近
年
で
は
県
の
文
化
財
指
定
を
受
け
た
翌
年
、
昭

和
四
十
五
年
（
前
住
職
　
倉
澤
良
一
代
）
に
解
体
修
理

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
堂
内
の
中
央
に
は
釈
迦
如
来

像
が
安
置
さ
れ
、
左
右
に
は
八
畳
ず
つ
の
畳
が
敷
か
れ

て
お
り
、
上
に
は
坐
禅
に
使
用
す
る
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
坐

蒲
（
ざ
ふ
）
が
置
か
れ
て
お
り
ま
す
。

　
坐
禅
堂
は
僧
堂
と
も
呼
ば
れ
、
そ
の
名
の
通
り
、
本

山
な
ど
修
行
道
場
に
お
い
て
は
、
坐
禅
だ
け
で
な
く
そ

の
一
畳
に
お
い
て
食
事
や
睡
眠
、
着
替
え
な
ど
を
行
う

場
所
で
す
。
文
字
通
り
、「
起
き
て
半
畳
、
寝
て
一
畳
」

の
生
活
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
三
黙
道
場
の
一
つ
と

さ
れ
、
堂
内
で
の
雑
談
を
禁
止
し
、
静
寂
を
保
つ
空
間

で
す
。

　
現
在
、
大
雄
寺
の
坐
禅
堂
は
多
く
の
方
々
が
坐
禅
を

で
き
る
よ
う
に
一
般
の
参
禅
者
に
も
開
放
し
て
お
り
ま

す
。
坐
禅
会
の
他
、
は
じ
め
て
坐
禅
を
組
む
個
人
の
方

や
団
体
な
ど
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
昨
年
も
千
人
以
上

の
方
々
が
大
雄
寺
で
坐
禅
を
組
み
ま
し
た
。

　
禅
宗
の
寺
院
で
も
坐
禅
堂
の
あ
る
お
寺
は
多
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
中
、
こ
の
よ
う
な
立
派
な
坐
禅
堂
で

坐
禅
を
組
ま
せ
て
頂
く
こ
と
は
非
常
に
有
難
い
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
日
々
手
入
れ
を
し
な
が
ら
先

人
の
残
し
て
く
れ
た
坐
禅
堂
で
参
禅
弁
道
さ
せ
て
頂
こ

う
と
思
い
ま
す
。

　
坐
禅
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
大
雄
寺
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

昭和 41 年　禅堂

現在の禅堂

禅堂の内部



7

■ 坐禅とは？

　坐禅は仏教で確立された修行法の一つであり、身心が統一した状態（禅定）に導く行法である。特

に身体（調身）・呼吸（調息）・心（調心）を調えて坐ることを基本とする。我が宗門（曹洞宗）では

開祖である道元禅師により記された「普勧坐禅儀」や瑩山禅師の「坐禅用心記」などを手掛りに坐禅

を行じています。

■ 坐禅はどれくらい坐るのですか？

　坐禅は通常一炷（線香一本分）行います。時間にすると約 40 分です。大雄寺では初めての方や小

さいお子様の場合は 20 分～ 30 分程度にする場合もございます。

■ 坐禅に必要な道具はありますか？

　坐蒲（坐禅の時にお尻にあてるクッション）が必要になります。ない場合は座布団を半分に折って

利用することもできます。

■ 足が痛くて組めないのですが、坐禅はできますか？

　足を組む坐相が伝えられていますが、曹洞宗では椅子禅も勧めております。足が不自由な方も椅子

を使用して坐禅ができます。

■ どんな服装で行うのですか？

　締め付けのない、ゆったりとした服装で行います。また足は靴下や足袋は履かず裸足で行います。

■ 坐禅はつらいですか？

　坐禅は我慢の時間ではなく、「安楽の法門」との言葉通り、身体を動かさなくても安定している状

態で自然と呼吸がされ、心がくつろいでいる状態となります。何かに耐え忍んでいる時間ではなく、

自分自身に落ち着いている時間をつくりだします。そのため、本来つらいものではありません。

大雄寺での坐禅体験に関しては、本紙裏面またはホームページをご覧ください。電話やメール

でもお問い合わせいただけます。

ホームページ： http://www.daiouji.or.jp/

メール：daiouji@helen.ocn.ne.jp

電話：0287-54-0332

●●●●●●    坐禅って何？    ●●●●●●

禅　　堂 坐　　蒲
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黒羽山  大雄寺　☎ 0287―54―0332

大雄寺ホームページ　詳細説明、一口法話、お知らせページ、掲示板など掲載

個人禅修行 写　経　会

読　経　会

ご詠歌教室

平成29年の主な行事

　個人禅修行では作務、坐禅、写経、読

経の修行体験ができます。

　坐禅の作法等の説明を行いますので、

坐禅を初めてされる方も安心して参加で

きます。

　また写経では半紙に経文を写し、読経

後、袋に入れオリジナルの御守りとして

お持ち帰りいただけます。

スケジュール

13:30　上山・作務（境内清掃）

14:30　坐禅指導・坐禅

15:45　写経

16:25　読経

16:40　拝観

16:55　梵鐘

17:00　質疑など

17:15　下山

１月１日より　　　　初　詣

１月２９日　　　　　節分会

２月２４日　　　　　白旗不動尊大祭

３月１７日～２３日　春彼岸会

５月１日　　　　　　牡丹開花

５月８日　　　　　　花祭り

６月８日　　　　　　大般若法会

８月１３日～１６日　盂蘭盆会

９月２０日～２６日　秋彼岸会

１０月１日　　　　　大施食会

１２月１８日　　　　観音祈願納経法会

１２月３１日　　　　除夜法会

日曜坐禅会

  7:30　止静（坐禅開始）

  8:15　作務（清掃）

  8:30　下山または茶話会

毎月第 2・第 4 日曜日

午前 7 時 30 分～ 

毎月第１火曜日　午後１時～ 

毎月第１火曜日　午前９時～ 

毎月第 2・第 4 水曜日  午後１時 30 分～ 

　大雄寺では遠方または高齢の為、墓地清掃が

十分にできない方の為に山内墓地清掃を行って

おります。この度、依頼されているお檀家様の

墓地清掃者を地元お檀家様に限り、募集します。

■資格：●大雄寺檀家の方

　　　　●年齢 70 歳未満の方　●男女不問

■人数：5 名

■内容：清掃依頼されている墓地の草とり、

　　　　落ち葉とり、簡単な枝落としなど

■場所：大雄寺山内墓地

■期間：平成29年8月6日～8月10日　  お盆前

　　　　平成29年9月12日～9月16日　秋彼岸前

　　　　平成30年3月10日～3月14日　春彼岸前

■時間：午前 7 時～正午（5 時間）

　　　　※途中休憩あり

■賃金：時給 1,000 円～

■申込期限：定員になり次第締め切ります。

お墓掃除スタッフ募集


